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マイクロ・ナノ加工技術を基盤に、分子から細胞スケールの生体材料と融合
したバイオメカニクスおよび再生医療研究を展開しています。ヒトiPS細胞由
来の各種細胞を用いて、血管網と実組織の界面をマイクロ流体デバイス内
に再現します。臓器発生過程の理解を目指す基礎研究、薬物動態や安全性
を評価する流体デバイスの開発、機械学習による血管網の評価など、マイク
ロ・ナノ加工技術の貢献する生命科学研究への応用を対象としています。
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研究概要
研究室HPへ

機械システム学コース マイクロエンジニアリング専攻

ナノシステム創成工学講座 ナノメトリックス工学分野
教授 横川 隆司，特定准教授 Ramin B. Sadeghian,  助教 藤本 和也
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細胞の機能を測る

Organ-on-a-Chip/MPS（生体模倣システム）Organ-on-a-Chip/MPS（生体模倣システム）
体の中の組織を体の外で再現する

血管網と三次元組織の共培養により生体を再現

微小管の自己組織的な
集団運動を機械学習で分類

疾患モデルとして診断や創薬技術に応用

腎臓の近位尿細管の機能を模倣したデバイス開発

細胞機能評価のための実験系
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血管網と三次元組織の共培養により生体を再現
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研究の概要　マイクロ・ナノデバイスにおいては様々な材料の微細な形状を整えることで，性
能の飛躍的な向上や，新しい機能性の実現が期待できます．高度に発達したトップダウンの微
細加工技術に加えてボトムアップのプロセスを取り入れることで，従来にない新しい構造を
もったデバイスをデザインし，創り出すことが可能になります．本研究室では，ボトムアップ
の手法に基づいた新しいナノ形態の制御法の開発とその応用を目指した研究を行っています． 

1. ナノ形態の制御: 原子や分子の蒸気が固体表面で凝集するプロセスを理解してそれを利用す
ることで，10-8 mレベルの微小な要素の形を制御します．(図1) 

2. ナノ形態を用いた光の制御: ナノ形態を制御すると，均一な物質にはないユニークで有用な
特性が得られます．新しい機能の探索から実用化まで幅広い研究を行っています．(図2) 

         

3. ナノ形態を用いた流れの制御: 光を熱に変換できるナノ形態を用いて，ごく少量の液体を操
る流れを発生できます．このユニークな流れの発生原理解明と制御に関する研究に取り組んで
います．(図3,4)
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図1. 動的斜め蒸着法による螺旋型ナノコラム構造の形成． 図2. 液晶プロジェクタに搭載された低反射
型ワイヤグリッド偏光板．
M. Suzuki et al., Nanotechnology, 21, 175604 (2010).

M. Suzuki et al., Jpn. J. Appl. Phys., 40, L398 (2001).

K. Namura et al., Appl. Phys. Lett., 106, 043101 (2015).

図4. 水蒸気マイクロバブルおよび 1 m/s オー
ダーの劇的な対流の生成に成功．

図3. マイクロバブル周辺に誘起される典型的なマランゴ
ニ対流の(a)顕微鏡像と(b)その模式図．

K. Namura et al., Sci. Rep., 7, 45776 (2017).
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